































































































































































































































































































































































































































ると、資本金１億円未満の企業 2,531,217 社のうち 97.2％が、会社の株主等の上位３株主
が保有する株式数もしくは出資の金額等の合計が、発行済株式の総数または出資の総額等




















































































































































































































































































































ている。この他、Clark & Oswald（1994）のイギリスでの調査、Darity & Goldsmith（1996）、
















































































































































































































2003 年から最近までの統一論題をみると、2003 年の 23 回大会では「アジア新時代の中





中小企業の経営に関わる事象についての論題も設定されている。2004 年 24 回大会「中
小企業と知的財産」、2005 年 25 回大会「中小企業の新たな連携（コラボレーション）を目
指して」、2006 年 26 大会「中小企業のライフサイクル：誕生、成長、消滅から再生まで」、
2011 年 31 回大会「中小企業のイノベーション－失われた 20 年からの脱却を目指して－」
といった論題が設定されている。
この他、2007 年 27 回大会では「中小企業研究の今日的課題をめぐって」という論題が
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（21） 特定非営利活動法人ものづくり品川宿は、主に中小製造業の振興を目的に、2003 年 2















区では 2005 年 7 月に試用し、10 月には区立小学校全員に端末機を貸与して本格稼働さ
せている。現在は「まもるっち」の愛称がつけられている。
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ピュータ制御の NC 機を 1983 年に販売を始める。これをきっかけに主要な彫刻機メーカ






























垂直方向と水平方向 2 方向の直交する 3 軸で移動し、切削用工作機械のフライス盤と似て
いる。近藤氏は、フライス盤のようにバイトを同時に動かし、寸法精度の高い開発用試作
品の製作を試みていく。

































































































































































































































































ていたという。 1980 年頃になると、電機製品に関連した注文が増え、 CD ドライブの
ピックアップの制御部に使うリード線を大量に加工するようになった。このリード線は、
直線加工した細線材を 500㎜の定尺にカットしたもので、月に 10 万本、最大で 20 万本
を製作したという。同社は、このリード線の受注を契機に設備を増強し、財務基盤を固め
たという。



































































































































































































































































































































































































（１） Whittaker (1999) p.142 を参照。
（２）尾高（1993）p.98 を参照。
【参考文献】













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































慶一氏は、取引先のプレス工場で 5 年ほど勤めた後、1990 年に浜野製作所に入社した。
家業に就いた慶一氏は、プレス加工と営業の仕事を任された。プレス加工一筋であった創



































































































































































































































所在地 東京都大田区千鳥 2 丁目 40-15
代表者 諏訪貴子
資本金 1 億 8700 万円
従業者数 37 名





























































































2008 年の 10 月にリーマンショックが起き、急激に需要が減退するなか、ダイヤ精機の
受注も大幅に減少した。09 年 1 月の売上は、前年同月比で 10%程に落ち込んだ。その後は
徐々に持ち直してきたが、金型部品と冶具の受注の落ち込みが大きく、09 年の決算の売上





































































































































































制御する NC プログラムに置き換える必要があった。また、従来の汎用機に比べ、NC 工作
機械は高価であった。大野精機の周辺では、NC プログラミングや設備投資への対応ができ
ずに廃業する企業もあったという。




























































































































































































































































ジナル商品「お皿まな板」として 2010 年に発売した。この商品は 11 年に墨田区のすみだ









































































































































































































































企業を海外に PR するために TOKYO SHOWCASE という展示商談会を開催ており、田代
合金所は、東京都ベンチャー技術大賞奨励賞の 2008 年の受賞企業として、2009 年にドイ
ツのデュッセルドルフとイギリスのロンドンでの展示商談会に出展する。これを皮切りに、








































1990 年代に入ると、中小企業でも NC 工作機械を装備する企業が多くなった。ただ、NC
130




















































同社は、複合機を使っていた経験から、主力設備を NC 旋盤に転換する際にも複合 NC 旋
盤を導入していた。通常の NC 旋盤の基本構造は、加工物を回転させるスピンドルがあり、
バイトをスピンドルに直角およびスピンドルに並行に移動させて加工物を切削する。つま
り、通常の NC 旋盤はバイトの二軸方向の動作で切削する。複合 NC 旋盤は、加工物を回
転させるスピンドルの他にバイトを回転させるスピンドルがあり、このスピンドルは加工
物に対して自在の角度に傾けることができ、三軸方向の動作を複合させて加工物を切削で







動車の精密模型用パーツがある。これは、直径 0.6mm 凸形断面の六角ナットで米粒の 30




































































ただ、NC 工作機械を動かすには汎用機で培った技能を、NC 工作機械を制御する NC プ
ログラムに置き換える必要があった。また、従来の汎用機に比べ、NC 工作機械は高価であっ
た。NC 工作機械の導入に際してのこのような問題に加え、知三郎氏は NC 工作機械の実際
の能力に対して懐疑的であり、従来の汎用機による金型製作の方向を探った。




















じ、最後の余力を使って NC 工作機械を順次導入していった。忍氏は、NC 工作機械の導入
にそって、NC プログラミングや NC 工作機械の操作法を従業員に教育していった。最終的











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































事業内容 スクリーン印刷 表示ユニットの設計製作 灯篭の製作
地の灯籠流しで使われている。同社のこのような製品の基になっているのはスクリーン印
刷であり、スクリーン印刷の技術を駆使し、また工夫して製品を考案している。
同社は鈴木正宏氏が 1972 年に創業、会社の設立は 1974 年である。正宏氏は経済学
部を印刷会社に勤務し、スクリーン印刷の知識と技能を習得した。総務や経理の仕事も経



















1985 年のプラザ合意後の円高不況の影響もさほど受けることなく、従業員 10 名前後の
















した。途中、韓国武術を修業するため韓国にも 1 年間渡り、留学期間は 6 年に亘った。留
学中は 1 年に一度ほど帰国をしていたが、里帰りをするたびごとに父親の老け込む姿を











は、 1999 年頃からスクリーン印刷を使って表示面の色や文字を LED の光によって鮮明









































































































































































































































































































































































②29 歳のときに先代が亡くなり、その 3 年後に経理をみていた母が
亡くなった。全てを自分で切り盛りしなくてはならなくなって社長
としての実感が強くなった」、「工場と自宅を焼失した後、会社を立
て直そうと頑張ったとき経営者としての思いは強くなった」
深中メッキ工業
深田氏
①②（深田氏を疎ましく思う雰囲気があり、従業員の士気も下がっ
ているなかで、品質管理の充実に取り組み、自分自身も昼夜なく働
いて、客が求める以上の品質が保てるようになったとき）「会社の継
続のために何が良くて、何が駄目なことなのかを従業員に言えるよ
うになった。このときにスイッチが入った（経営者としての自覚が
できた）」
ダイヤ精機
諏訪氏
①（先代から受け継いだ技術が家業が産む付加価値の源泉だという
意味で）「日本にしかできないものづくりを日本に残していいきた
い」
②（自分が）「社長にはなったもののお飾りでいいという考えの関係
者もいた」、「そのような雰囲気があるなかで、会社を立て直すため
に必死で社内の改革を進めたり、銀行と折衝したりするなかで社長
としての自覚が湧いてきた」
昭和製作所
舟久保氏
①「自分の家業は世の中の役に立つ事業である」
②「大学受験に失敗し、精神的に病んだ状態からの立ち直りや会社
の重鎮から経営者としての心構えを教育されていたので家業に就く
ときには、家業を継続させ、発展させるために後を継ぐのだという
覚悟はあった」（しかし、この覚悟が実感に変わり、明確に家業の維
持・発展への意思を固め、その意思を実践に移していくのは家業を
経験した後である）
大野精機
大野氏
①「父が培った技術で家業が続いている」
②「父も元気で頑張って仕事をしているが、仕事を任され自分でも
色々な製品を考案するなかでの経験を通して家業を経営をすること
184
の実感を持つようになった」
笠原スプリング製作所
笠原氏
①「金属製雑貨品に施されているプレス加工を見て、自分が受け継
いだプレス加工のレベルの高さを再認識した」
②（親戚への貸金の貸倒れや相続、取引先の倒産による受取手形の
不渡りによる財務基盤の脆弱化、従業員の独立による業容の縮小な
ど家業経営に纏わる過酷な経験を通して家業経営を実感した後、若
手経営者の交流会で啓発されて）「俺は今まで何をしていたのか。単
発プレスにも勝機があると考え、会社を続けていくために頑張ろう
と思った」
チバプラス
千葉氏
①「色々な注文を受けているうちに、射出成形技術の様々な可能性
に気が付いた」
②「家業に就き、父に代わって会社を切り盛りしたことで経営に対
する実感を持った」、「地域の若手経営者達との交流によって啓発さ
れ経営者としてのビジョンを持つように努めている」
小松ばね工業
小松氏
①「これまでの納入実績をみて、売上の種であり大事に育てなくて
はならないと思った」
②「社長になる前から会社で仕事をしていたが、自分が社長になる
という意識はなかった」、「会社の継続について母と弟と話し合った
とき、母が会社を続けるために、どの苦労したかを認識した。その
後、生産現場の改善などに取り組む中で自覚を強くした」
田代合金所
田邊氏
①「錫合金には色々な可能性がある。自分でも気が付いていない特
性があり、新しい事業機会に繋がるかも知れない」
②「先代から会社を任されるようになったことに加え、業績を保つ
ために自社製品を考案するなど、新しい事業機会の開拓を図るなか
で経営者としての思いが強くなった」
牧野精工
牧野氏
①「切削加工がなければ、ものは造れない。工夫を重ねて進化させ
ていけば稼いでいける」
②「会社を任されて日々、取引先や銀行、従業員と接して代表とし
ての自覚を持った」、「NC 旋盤中心の体制に切り替えることができて
185
自信がついた」
シンワモールド
川岸氏
①「海外の追い上げもあるが、工夫次第で付加価値のあるものを造っ
ていける」
②「自分の思い通りに会社を運営できるようになると、小さくても
会社を経営するのは大変なんだと気が付いた」、「しかし、これが経
営者だと思った」
東日本金属
小林氏
①（祖父について技能の向上に努めた経験のなかで、祖父や父親が
築いてきた技術や技能が家業を支えるものであるのを再認識）
②「鋳物の技能に自信がついたことで自分が後を継ぐんだという気
持ちが確かなものになった」、「将来を見据えて機械加工工場の新設
を自分が責任を持って進めて、経営者としての自覚が湧いてきた」
186
の言葉は先代に対する尊敬の念と同時に、自分も先代と同様に家業を継続し発展させる苦
労を味わったものの、身一つから家業を興し軌道に乗せるのは、後継者が家業を受け継ぐ
以上に大変なことだと推し量った言葉でもある。創業者は寸暇を惜しんで技能や技術を磨
き、取引先を開拓した。従業員雇い、乏しい担保を基に資金を借り入れ工場を建て設備を
導入した。乏しい担保の下では、借入金の返済が滞ると直ちに倒産に繋がるため、創業者
は売上を減らさないように身を粉にして働き借入金を返済して、資金調達の担保になる資
産も蓄積した。後継者は創業者がこのようして築き上げた技能や技術、資産などを基に家
業を経営しているだけで、経営能力や精神力において後継者は創業者に及ばないという意
識を表した言葉であった。
家業を興し築き上げるための能力と築き上げられた家業を受け継ぐのに必要な能力に優
劣をつけるのは難しいが、後継者達は家業経営を身を以って体験するなかで、創業者のよ
うな身一つになって家業を営む心境に至り、家業経営者としての自覚を形成した。
Ⅴ章のまとめ
前章で取り上げた後継者達が中小企業経営者となる経緯は様々であるが、どの後継者も
創業者や先代の家業経営に対する思いや創業以来培われてきたものを受け継いで、家業の
維持発展に努めている。後継者の家業の変遷に対する認識と創業者や先代に対する尊敬の
念が、創業以来培われてきたものを受け継ぐ素地になっている。
本章では、後継者が抱く創業者や先代に対する尊敬の念を基に、後継者達が家業経営者
として自覚を持ち家業の維持発展への意思を確立していくプロセスを考察した。なお、こ
こでは家業の代表になる途上にある２人の後継者も加えて検討した。
前章でもみたように、後継者達は自分の責任と裁量で自分の労働の価値を確認できる労
働の主体者になりたいという独立心があった。後継者達は労働の主体者になりたいという
願望の下で家業経営者になる道を選ぶわけだが、家業に就き取引先や金融機関、従業員な
どとの関わり合いのなかで家業経営のリスクや難しさを実感する。その一方で、後継者達
は家業を支える技能や技術の持つ価値についても実感を持って理解するようになった。具
体的には、創業以来の技能や技術は家業の唯一の付加価値源であり、家業はこの技能や技
術によって存立できるということを実感する。後継者達は、これらの技能や技術は、創業
者や先代が真摯にものを造り家業経営に取り組んで培ってきたものであることを感じてい
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た。後継者達はさらに、家業を将来にわたって発展させるには需要の変化などに対応して
技能や技術を進歩させる必要があり、それを担うのは自分だという自覚も持った。そして、
家業の維持発展に努めるようになって真摯にものを造り、弛まない創意を持って技能や技
術の進歩に挑むのが使命であり喜びであるという、ものを造ることの気概を確立していっ
たとともに、Ⅳ章でみたような事業観を持つようになった。
後継者達は、ものを造ることの気概を持って部品製作などに取り組み、実績を上げてい
くなかで家業に対する自負を強くしていった。そして、労働の主体者になりたいという自
立心を満たしていった。さらに社会との関係のなかで家業や家業を経営するという行為を
眺め、家業の社会有用性、利潤や報酬の正当性といった価値観を持ち、真摯にものを造り、
弛まぬ創意を持って技能や技術を進歩させていかなくてはならないという規範を持った。
そして、家業の維持発展への意思を形成していった。
後継者である中小企業経営者の家業の維持発展への意思の形成プロセスをみると、創業
以来培われてきた技能や技術は家業の事業内容を決めるだけだはなく、創業者や先代が家
業経営に対する思いや努力を内包した家業の象徴と考えることもできる（１）。後継者の技能
や技術の価値の理解は、後継者達に家業経営者としての自覚を促し、家業に対する価値観
や規範の確立と家業の維持発展への意思の形成を促し起点になっている。
【注】
（１）米村（1999）及び入山・山野井（2014）を前掲書を参照。
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Ⅵ．中小企業経営者の思い描く経営者としてのあり方、生き方
１．本論文で研究対象とした中小企業の特質
１．１.分業システムのなかでの貢献
製造業は戦後の日本経済発展の原動力の１つであった。製造業のなかでも一般機械や輸
送機械、電気機械をはじめとした機械工業は技術を革新しながら競争力を高め日本経済の
発展を先導してきた。
日本の産業の革新は連続的であり、様々な技術の部分改良の累積による漸進的革新の性
格が強いといわれている。数万点に及ぶ部品で構成される自動車のように機械工業の製品
は様々な技術が複合し完成する。日本の機械工業では完成品メーカーと部品メーカー、あ
るいは大企業と中小企業が織りなす広範な分業システムが形成されている。この分業シス
テムのなかで完成品メーカーと部品メーカー、もしくは大企業と中小企業がそれぞれ固有
の技術を持ち、それぞれが技術進歩に取り組んだ成果の集積によって漸進的革新が成し遂
げられてきた。本論文は漸進的革新を生み出すシステムのなかでの中小企業の役割や貢献
は何かに注目した。機械工業における中小企業に特徴的な役割は、様々な部品製作に不可
欠な基盤技術を持っていることである。この基盤技術の進歩は、工業製品の高性能化や高
品質化による日本の機械工業の競争力の創出に貢献し、また従来になかった機能を持つ新
製品の開発による新しい需要の創出に貢献している。
本論文は、中小企業研究や中小企業政策の必要性は大企業とは区別される特質があるか
らだとする見解に従って、中小企業が基盤技術の担い手であるという特質に注目した。
１．２．全幅の権限と責任を持つ経営者
中小企業が基盤技術の担い手であり、基盤技術や基盤技術を駆使するための技能の進歩
に努め、日本の機械工業における漸進的革新に貢献してきた。本論文は中小企業が基盤技
術や技能の進歩を図る背景には何があるのかを探るのに際して、中小企業経営者が企業の
所有者である場合が多いという特質に注目した。
中小企業のオーナー経営者は代表者として経営上の執行権を持つだけではなく、株主と
して最終的な決定権を持っている。その一方で運転資金や設備投資資金は経営者の個人資
産を担保に調達するなどリスクも負っている。経営に対する全幅の権限と責任を持ちリス
クを負っている中小企業経営者の意思決定はそのまま企業としての意思決定である。中小
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企業が技術や技能を進歩を図るのは経営者の意思の顕れである。
中小企業経営者が営む事業は一家の生計を立てるための生業、家業である場合が多い。
中小企業経営者は家業の利潤最大化を図り、一家の豊かな生活を目指す。また、資金調達
の担保となる資産の蓄積を図る。このようにみると、中小企業経営者が企業を所有し経営
する目的は富裕さを手に入れることだといえる。ただ、中小企業経営者がリスクを負い、
ときには労働を厭わず事業を営んで得ようとしているのは金銭的、物質的富裕さだけでは
ない。事業の継続に意欲を持つ中小企業経営者は経営を取り巻く環境の変化に対応するた
め試行錯誤を重ね経営の持続に努め、その過程を通して自分自身が思い描く経営者として
のあり方、生き方を実現しようとしている。基盤技術や技能の進歩を図るのは経営者とし
てのあり方、生き方を達成するための行動である。
中小企業経営者が企業経営という経済活動から得られる満足は金銭的、物質的富裕とと
もに自分自身が思い描く生き方の達成度によって決まると考えられる。そして、中小企業
経営者が事業の維持発展を図るのは企業の所有と経営から得られる満足を達成しようとす
るからであり、家業の維持発展への意思を形成する背景になっている。
２．中小企業にとっての発展
本論文は、日本経済の発展を先導した機械工業の分業システムにおいての中小企業の貢
献という視点から議論を進めてきた。本論文で研究対象とした中小企業経営者達は、分業
システムのなかに身を置き、技能や技術の進歩を図り機械工業の漸進的革新に貢献する存
在となった。
中小企業のなかでも株式の上場を目指す成長志向の企業を、ベンチャー企業として一般
の中小企業と対置して論じられる場合がある。ベンチャー企業論では、成長志向を持たな
い一般の中小企業を停滞的とみなし経済発展への貢献について肯定的に捉えられることは
少ない（１）。本論文で取り上げた基盤技術を担う中小企業が上場する例は少なく、本論文で
取り上げた中小企業経営者達も規模的な成長意欲は大きくはない。しかしながら、成長意
欲が小さいからといって経済への貢献がないといえるだろうか。
すでにみたように関・加藤（1990）は基盤技術を担う中小企業の貢献を指摘している。
本論文で取り上げた中小企業も、経営者の家業の維持発展への意思の下で基盤技術と基盤
技術を駆使する技能の進歩を図り、日本の製造業の漸進的革新に貢献している。この他中
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小企業という階層の経済発展への貢献を評価する見解をみると、江戸期から続く在来的な
家内工業が拡大しながら国内消費を支えたこと、卸や小売業、運送業などの分野で在来的
な分野で小規模経営あるいは家族経営の企業が日本の経済発展の原動力になってとする指
摘もある（２）。数多くの様々な企業や活動して経済は運営される。また、様々な企業が事業
の存続のために試行錯誤を繰り返した結果が集積して経済発展に結びつく。
本論文で取り上げた中小企業経営者達の行動のいくつかを振り返ってみると、例えば、
目黒機械彫刻所の近藤氏は CNC 彫刻機の加工方法を工夫し、先行開発用のプラスチック製
試作部品をアセンブリーメーカーの採算に合う単価での安定供給を可能にした。これは新
製品開発の迅速化に貢献したと考えられる。佐藤精巧直線の佐藤氏は直線加工機の考案に
より加工可能な線材の径をより細くした。また、従来は直線加工が難しかった材質の線材
の加工を可能にし、医療機器の高性能化に寄与している。タマチ工業の太田氏はマシニン
グセンターをはじめ高度な設備を駆使して高精度な自動車試作部品の安定供給を可能にし
た。その結果、新車種開発の迅速化や自動車の高性能化に貢献している。新鋭スクリーン
の鈴木氏は一つの板面全体で複数の色を表示できる可変表示板の開発を契機に IC カード
リーダー・面発光モジュールを製作し、自動改札機の実用化を加速した。最終製品などを
自社製品として製作する企業も現れている。自社製品を持つ例をみると、新栄スクリーン
は水に溶ける紙灯篭を商品化し各地の灯篭流しで利用されている。川田製作所は組立治具
を高機能化し、工場内の様々な作業工程を自動化する生産設備メーカーとしての性格も持
つようになっている。タマチ工業は医療用のステントを開発し国内で独占的に供給してい
る。田代合金所は高級内装材コンウォールを考案し海外にも販売している。大野精機の大
野氏は塗装剥離器具や旋盤用治具を考案し販売している。このような自社製品の開発は、
市場規模は小さいながらも新しい需要の創出に貢献していると考えられる。
本論文が研究対象とした中小企業のように規模的成長を一義とはしないが、経済発展に
貢献する中小企業も存在する。では、規模的成長を目指さない中小企業にとっての発展と
は、どのようなものだろうか。本論文で取り上げた基盤技術を担う中小企業の変遷を考え
ると、時代の潮流に対応したものを造るため、より付加価値の高いものを造るために創業
以来の技能や技術の進歩を図り漸進的革新を繰り返して時代に対応していくことである。
本論文で取り上げた中小企業は創業以来の技能や技術を唯一の拠り所にして経営を続けて
いるが、時代とともに生産品目が変化しており、高度な部品製作を手掛けるようにもなっ
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ている。自社製品を持つ企業もある。
中小企業の発展は、規模的成長のように目に見える発展はなく、外見では捉えにくい企
業の実情を探ることで知ることができる内面的なものである。
３．経営者としてのあり方、生き方と家業の維持発展の意思
中小企業の発展の基礎には経営者が持つ家業の維持発展への意思がある。本論文で考察し
た中小企業経営者が持つ家業の維持発展への意思の形成要因を図Ⅵ－１に要約した。
本論文で取り上げた中小企業経営者達は、真摯にものを造り、弛まない創意を持って技
能や技術の進歩に挑むのが使命であり喜びであるという、ものを造ることの気概を持って
いる。中小企業経営者達は、ものを造ることの気概を持ち自分の資産を賭して事業経営を
し、社会が求める価値あるものを造っているという自負心がある。また、中小企業経営者
達は自立心が強く、自分の裁量と責任で自分の労働の価値を確認できる労働の主体者であ
りたいという意識が強い。中小企業経営者はこのような意識を持ちつつ事業経験を積むと
ともに自分が営む事業は家業であり、家族と従業員の生活を支えるとともに労働の主体者
であり続けるために事業の継続を重視する。また、ものを造ることの気概を示し労働の主
体者として自分の存在意義を確認する営みである、という事業観を持った。中小企業経営
者達はこのような事業観の下で、ものを造ることの気概を実践して真摯にものを造り、唯
一の経営資源である基盤技術の進歩に取り組み家業の維持発展を図っている。
中小企業経営者達が持つ事業観のなかで、家業は、ものを造ることの気概を示し労働の
自分の存在意義を確認する営みであるとする事業観は、中小企業経営者の独立心と自負心
が結実した独立自尊の精神を表した事業観であり、中小企業経営者が思い描く経営者とし
てのあり方、生き方である。
本論文が取り上げた中小企業経営者達のなかには創業者である経営者と後継者である経
営者がいた。創業者の場合は労働の主体者になりたいという独立心を持って職業経験を積
み、ものを造ることの気概を形成する。独立創業した後を内面に抱いていく。後継者は家
業の存在意義に気付いたことと、家業を築き上げてきた創業者や先代に対する尊敬の念が
素地となって家業を受け継ぐ。後継者は家業に就き、真摯に仕事をするとともに家業経営
者としての自覚を強めながら、ものを造ることの気概や事業観を形成していった。
創業者である場合と後継者である場合とでは、ものを造ることの気概などを形成するプ
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ロセスに相違があるが、家業経営の経験や事業実績を基に労働観や事業観、ものを造るこ
との気概を昇華させて、「創業以来、培ってきた技能や技術は社会が求める価値を産み出す
有用なものであり、その技能や技術を拠り所に営む事業も有用な継続していく価値がある」、
「真摯にものを造り、価値あるものを供給して得た利潤や報酬は正しい」という家業に対
する価値観を持つ。また、家業は社会的にとって有用なものであるという価値判断の規準
として「真摯にものを造り、弛まぬ創意を持って技能や技術を進歩させていかなくてはな
らない」という家業に対する規範を持つ。家業に対する価値観と規範は、中小企業経営者
が思い描く経営者としてのあり方、生き方を社会的な意義に結びつけ自らの存在意義をよ
り明確にするために形成された。さらに中小企業経営者達は、このような家業に対する価
値観と規範を持つことで家業の維持発展への意思を確固としたものにしている。そして、
需要や経済情勢の変化によって存立が揺り動かされても、技能や技術の進歩を図り工夫を
重ねて新しい受注を開拓して経営を立て直していく。経営環境の変化に受動的に対応する
だけではなく、事業機会を求めて主体的に技能や技術の進歩に取り組んで発展していくこ
とになる。その結果、経済発展に貢献する存在となった。
カンティヨン以来、経済発展の動因として様々な企業家像が提示されてきた。そのなか
でもシュンペーターが示した企業家像が有名ではあるが、中小企業経営者はシュンペー
ターが描いたような類まれな才能を持った英雄的な企業家ではない（３）。本稿で取り上げた
経営者を含め中小企業経営者のなかには優れた才能や強い精神力、魅力ある人格を持った
人物が多いが、無名の大衆的経営者である。しかし、経済は無名の企業や経営者、またそ
こに働く人々の活動の集積によって運営され発展する。このように考えると、広く経済活
力を生む社会であるには、無名の企業や経営者、そこで働く人々が果たす経済的役割、彼
の努力の背後にある精神に対する理解により、無名であっても真摯な努力をする存在を尊
重する社会的態度を醸成が必要ではないか。
このような社会的態度は、本論文でみた中小企業経営者達が持っていたような独立自尊
の精神を育み、真摯な姿勢によって小規模ながらも事業の維持発展を図る経営者を輩出す
る土壌になると考えられる。後継者達の家業の維持発展への意思の形成プロセスを振り返
ると、中小企業経営者が持つ事業を営むことに対する真摯な姿勢は後継者に受け継がれ、
時代の潮流に対応したさらなる維持発展を促す素地となる。
中小企業を経済の発展と活力の源泉と捉える改正中小企業基本法の下で、中小企業を支
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援する政策が国、都道府県、市区町村それぞれの行政レベルで展開されている。適切な支
援策の立案や運営には、中小企業の特質を大企業やベンチャー企業との対比で捉えるので
はなく、中小企業の内側からその実像をみる必要があるではないか。特に、地域の中小企
業と密着して支援策を実施する基礎自治体では、このような姿勢が中小企業経営者の意欲
を刺激し、地域の中小企業の積極的な経営展開の契機を与えるとも考えられる。
【注】
（１）榊原 前田 小倉（2002）及び松田（2014）前掲書を参照。
（２）中村（1980）及び谷本（1998）前掲書を参照。
（３） 森嶋（1994）前掲書を参照。
